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統
一
さ
れ
た
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
へ
の
検
討
を

問
　

不
審
者
情
報
や
災
害
情
報
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
携
帯
メ
ー

ル
で
発
信
す
る
統
一
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答

情
報
伝
達
の
有
力
な
手
段
と

思
う
。
保
護
者
の
方
々
や
学
校

や
保
育
所
な
ど
と
話
を
し
、
教

育
委
員
会
や
健
康
福
祉
部
等
で

検
討
を
進
め
、
実
用
化
に
努
力

し
た
い
。

積
極
的
な
姉
妹
都
市
と
の

交
流
を

問
　

姉
妹
都
市
ヒ
ル
ズ
ボ
ロ
と
の

交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
は
ど

う
か
。

答

袋
井
国
際
交
流
協
会
が
中
心

と
な
り
、
活
発
な
親
善
交
流
が

行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
支
援

し
、
姉
妹
都
市
交
流
の
持
続
発

展
を
図
る
。
平
成
20
年
度
は
提

携
20
周
年
を
迎
え
る
の
で
、
記

念
的
な
イ
ベ
ン
ト
も
考
え
た
い
。

消
防
署
の
新
た
な
検
討
は

問
　

袋
井
警
察
署
や
病
院
、
消
防

の
広
域
化
の
計
画
が
進
む
中
、

老
朽
化
す
る
消
防
署
の
新
た
な

検
討
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

来
年
度
県
が
消
防
の
広
域
化

計
画
を
作
成
す
る
。
計
画
が
明

確
に
な
っ
た
段
階
で
具
体
的
な

話
に
入
っ
て
い
け
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
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市民病院問題特別委員会が提言書を提出 

　市民病院問題特別委員会は、平成18年6月議会での設置以来、9回の委員会開催をはじめ、

外部講師を招いての講演会、先進地視察、研修などさまざまな角度から研究、調査を行ってき

た。本年2月8日にはとりまとめの結果として提言書を議長に提出した。 
 

◆「提言書」新市民病院についての記述部分（概要） 

　現市民病院の経営や診療体制に対する市民の不安は深刻の度を増しており、一刻の猶予も許

されない。今後の病院のあり方に関する検討委員会からの提言、本特別委員会の提言を基に、な

るべく早い時点で新しい市民病院建設構想を樹立しなければならない。 

　昨年10月に今後の病院のあり方に関する検討委員会から出された提言書は、医療分野のスペ

シャリスト等が中心となって慎重に審議されたものであり、尊重すべきであると考える。 

　特に広域化については、中東遠地域における新病院の位置づけを明確にし、建設位置について

は、市民の利便性を損なうことがないよう掛川市との十分な協議が必要。言うまでもなく、市民に

新病院の建設構想について十分かつ丁寧に説明し、理解を求めていくことが重要。中東遠地域内

の病院や他の医療機関とのさらなる連携にも十分配慮する必要がある。新病院建設にあたって

は、精度の高い財政計画の基で対応し、組織体制も万全を期すことが求められる。 


